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事業概況
（単位：千円）

8　月　度 累計（４月～8月）
実　績 計画比％ 前年比％ 実　績 計画比％ 前年比％

供 給 高 3,970,252 99.5 103.1 20,839,537 100.1 99.9

供給剰余金 985,664 99.8 103.7 5,188,924 98.8 99.4

福祉剰余金 4,010 104.9 142.9 17,981 132.4 119.4

事業総剰余金 1,088,834 99.7 103.9 5,707,760 99.0 99.6

事 業 経 費 1,079,426 99.1 103.7 5,492,967 99.4 101.2

事業剰余金 9,407 340.5 130.6 214,793 89.7 70.8

経常剰余金 16,151 161.2 142.4 260,729 97.3 77.0

〈監事会報告〉2013年度　第５回　定例監事会（９月６日）
①関連法人“（株）コ・ジャスナ”の監査の進め方について整理しました。
②前回監事会以降の事業所監査状況を報告し意見交換しました。
③阿倍野組合員会館およびホームヘルプ南部センター（福祉事務所）を訪問し
ました。

おもに討議、確認した内容
●共同購入の供給高は計画比98.7％。１世帯当りの
利用は計画比105.5％でしたが、利用人数の計画
比96.5％をカバーできませんでした。店舗の供給
高は計画比103.1％で計画を達成（前年比101.8
％）、来店人数は前年比で101.1％でした。

●商品の変更（産直徳島豚の飼料、さくら卵の産
地）について、2014年２月からの商品代金引落し
日変更の件、他団体からの要請およびくらしのと
りくみ、被災地支援と今後のすすめかたについて
確認しました。

理 事 会 監・ 事 会 報 告
（単位：千円）

2013年度 第5回
9月6日

※ 監事の役割：総代会で選ばれたパル
コープの監事６名は、各々が専門性
を持ち、役割分担しながら、パルコ
ープの運営が問題なく進められ、社
会的信頼が確保できるように、職務
の執行を監査しています。
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「牛乳パックが
トイレットペーパーになるんだね」

～（株）リバース工場見学～
集められた牛乳パック
「あっ、生協の見つけた！」

再生されてトイレットペーパーの
原紙になったもの

城東区・鯰
なまずえ

江パル委員会　大人10名子ども９名参加７月30日
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やわらか
ワンタッチコアノン
シングル

398円
11月１回

130m×６ロール

（株）リバース
製造事業部
部長
上野さん

専用芯がなく
ても使える
「太穴タイプ」

なが～い

やわらかくなって

パッケージも変わ
りました わっ！大きい !!

被災者に寄り添い、
絆をつなげる支援活動を
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　この夏と秋に、陸前高田市と遠野市で２つの旅行企画
に関わらせていただきました。一つは、「ボランティア作
業はできないが何か応援したい」という組合員さんの声
から企画された「東北応援ツアー」（右記参照）です。
　もう一つは三陸鉄道が団体の被災地視察をサポート
するため企画した「被災地フロントライン研修」で、今回
は岩手県内陸の中学生が、大船渡の被災地（津波伝承館
など）を訪ねた後、ボランティアを体験し、また運転再開
した三陸鉄道・南リアス線「震災学習列車」に乗り、乗務
員から体験を学ぶという内容でした。これは中学校の先
生（3.11当時、沿岸部で勤務・被災、その後内陸へ勤務
地異動）の強い要望で企画されたそうで、その先生は「授
業で何度話しても生徒たちにはどうしても伝わらない。
沿岸部に足を運び見聞きするしかない」という思いがあ
ったとお聞きしました。
　２つの旅行企画で訪れた方が「被災地に来ること自体
が応援」と感じられ、「自分のことばで語り部に」なられ
ることを実感しました。
（ＮＰＯ遠野まごころネットに常駐する　　　　　
パルコープボランティア事務局・林さんより）

※ ボランティア活動報告はホームページにも掲載しています。http://www.yodogawa.coop/info/info/shinsai
※ ボランティアバスの募集案内はホームページに掲載しています。http://www.palcoop.or.jp/pal_news/information/tour2.html

遠野まごころネットのホームページはhttp://tonomagokoro.net/

1ページの続き

　第8回ボランティアバスは陸前高田市と大槌町（写真は
1ページ）に分かれて活動しました。帰りのバスは台風18号の
影響で長時間の足止めというアクシデントにあいました。

2013年度　第８回
岩手ボランティアバス報告

2013年度　第８回
岩手ボランティアバス報告

陸前高田の
かみおさべ

上長部の
さと

郷で畑にマル
チ（黒い保温ビニール）を引き、大
根や白菜の種まきをしました

「希望の灯り（阪神淡
路大震災慰霊の灯火
の分燈）」のある気仙
大工の伝承館にて↓

陸前高田市の
追悼施設前で→

↑
ゆりあげ

閖上さいかい
市場（仮設商店
街）でお買い物も

第８回・９月１3日～１6日 ５７名参加

　（陸
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さ
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が
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ず
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た
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。

　帰
り
は
十
年
に
一
度
の
大
雨
に

あ
い
、黒
丸
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

で
長
時
間
の
滞
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り
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が
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然
災
害
の
怖
さ
を
さ
ら
に

再
認
識
し
ま
し
た
。
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区
・
室
田
さ
ん
）

パル・よどがわ・なら
組合員さんの

　第3回の「東北応援グッズの店頭販売」を西くずは店で行い、
参加者は12名、売上げは９９，９００円、募金は４，４０８円お預かり
し、収益と募金は東北支援募金へ入れさせていただきました。
　次回は１０月２７日（日）に枚方公園店で１０時から開催予定で
す。のぞいてみてくださいね。枚方公園店の場所は下記ＨＰから。
http://www.palcoop.or.jp/shopping/shop/sh_hirakata.html

2013年度のべ502名

ずっとボラの会（ボランティアバス参加者の
有志の会）よりお知らせ

　９月８日～１０日と１８日～２０日の2回、生協オリジナ
ルの「東北応援ツアー」を開催し、延べ４４名の方が参
加され、宮城県・岩手県の観光と陸前高田市の被災
地視察をしました。

＜参加された方の感想より＞
●東北を応援したいという皆さんの気持ちが一つで
充実した3日間でした。足を運んで見せていただく
ことにより、災害から何を学び、何を伝えないとい
けないか、またこれからもしっかりと応援し続ける
事を教えていただきました。

●遠野ふるさと村でゆっくりできたのが印象的でし
た。被災地視察も、実際にこの目で現状を見て改め
て自分でもできる支援を考えたいと思いました。な
かなか訪れる機会のなかった被災地と東北をまわ
ることができて嬉しかったです。また東北に行きた
いと思います。

パルコープ・よどがわ市民生協オリジナル

東北応援ツアー （旅行企画） 報告
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